
❛家族交流こそがまちと

人と不動産を繋げる❜

～空家・空地課題を解決するには～



• 宅地建物取引士

• 不動産会社経営

• 鳥取県宅地建物取引業協会 理事

• 全国宅地建物取引業保証協会 鳥取本部 幹事

• 鳥取県宅地建物取引業協会 西部支部 副支部長

【自己紹介】



❏近年の境港市の不動産状況

• 境港市の新設住宅着工の状況

平成元年/304戸 平成10年/245戸

平成20年/211戸 平成30年/147戸

令和 3年/206戸
30年以上前と比較すると下降から回復の兆しだが…

要因：◆低金利 ◆売却物件増 ◆下水道整備増



❏近年の境港市の不動産状況

• 境港市の中古住宅の状況

具体的な数値はデーター化されていませんが、

購入希望者の条件満たす物件であれば活発であ

る。

新築と比較して購入額を抑えたい方の層の需要がある。

要因：◆ローン年数を短期間 ★賃貸活用



❏住宅所有時のかかる経費

１．固定資産税 一般的に年/5万円前後

※30年以上経過

２．維持管理費 雑草・庭木の処理

室内の手入れ（水道光熱費）

３．※解体案件 200万円～



❏空家所有時の心配事

・雨風被害による雨漏りや外壁の崩落

・ゴミの不法投棄

・近隣トラブル

・状態管理不足による資産価値低下



❏では、空家をどう活用するのか

売るの？

貸すの？



❏借手、買手側の観点とは

・家族構成に合う間取と仕様か

・駐車場は２台以上可能か

・道路幅は広いか

・家賃、売価は自身に適正であるか

★居宅用として安心して購入できるか

と、その前に



❏借、買手の安心とは

・物件の空家期間が浅い

・設備等の不具合が明確

・土地の境界が明確

・近隣トラブルがない



❏現在の契約書面では

・物件状況の告知書

・付帯設備表

が必要となっている



物件の状況を告知する義務がある！



設備の故障・不具合を告知する義務がある！



境港市の人口は、ピーク時の3.8万

人から現在は、3.3万人を切ろうとして

います。空家が増えるのは当然です。

市での出生数も大幅に減少しています。

人口減少は空家と直結します。これを

止める、又は緩やかにするには、



■人口減少＝空家 対策で境港はどうあるべきか

• 外国人の受入れ体制

雇用と住宅

• 若年層の地元定着

学校と魅力ある企業の成長

• 人とまちと不動産との連携

住み良いまちにするため

移住者 外国人

企 業
大 学

専門学校

住宅整備 魅力ある街



住み良いまちにするには…

安心

ひ と

ま ち不動産

それには、空家をお
持ちの皆様も重要
な役割を担っておら
れます！



❏以上を踏まえると

・空家所有者（予定者）が、

物件の状況を把握しておく

・物件不備とトラブルを解

決しておく

家族間で物件情報の共有

・新築・改築時の図面確認

・購入時の書類確認

・境界確認

貸す・売るの判断が可能に！



❏貸す場合

・物件状況次第で貸出前のリフォーム必要

・駐車場の整備必須

・家賃の遅延、滞納の対応

・入居中の修繕、退去時のリフォーム

★収支の試算をしておく必要あり

★賃貸業という事業主である意識が必要



❏売る場合
・土地建物履歴資料を揃えておく

・売却可能性を広げる改修工事を行う、

現状の場合は価格を抑えた設定にする

・境界を明確にしておく※買手決定後でも可

・近隣とのトラブルあれば協議し書面化しておく

★買手の購入条件を満たせる努力が必要

★賃貸と違い、継続ではなく１回の取引で完了



空家の活用を考える前に、まずは物

件の状況を把握し解決を行い、安心な

住宅にすることではないでしょうか。

そのためには、事前に家族内での話し

合いと協議が必要です。親子が集まり

一緒に食事しながら、想い出と共に家

の事について、話しをしてみませんか。


